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　さ　λ　　　な然ど的ぷ
　れ　//　

|　　

いにもなが
箆な　に　　　　でつは暖強
まい　な　　　　しく　｀かく
咬。･-　つ　　　　よりそさ｀＿‥　　　　‥＿。_＿_

ト
【三河湾が眼下に見おろせる１

一
を
む
ね
に
、
皿
界
の
宇
和
と
人
租
の
Ｉ
悒
の
と
お
り
で
す
。

　
ｉ
・

千
名
の
か
た
が
た
に
社
員
に
な
っ
て
い

一
た
だ
き
、
社
業
の
発
展
に
賜
リ
し
万
い

ま
す
、

　
世
界
二
四
力
同
の
赤
卜
字
は
、
互

い
に
手
を
し
っ
か
り
と
結
び
、
災
害
救

護
、
血
液
嘔
業
の
推
進
、
医
瞭
施
設
の

一
運
営
、
さ
ら
に
國
際
的
に
は
、
新
興
国

・
の
援
助
活
動
等
い
ず
れ
も
人
道
的
使
命

Ｇ
一
Ｉ
Ｅ
ｊ
ｌ
♂
Ｉ
　
‐
ｊ
♂
Ｘ
ｌ
‐
Ｃ

正
は
ヽ
垣
近
の
諸
物
価
の
μ
瞬
等
に
見
一

合
わ
せ
た
昭
和
二
上
一
年
以
来
の
も
の

で
す
。

・
▽
社
は
Ｉ
〇
〇
円
か
ら
三
‐
０
　
円

一
に
▽
特
別
社
員
－
～
章
銀
づ
三
じ
○
円

か
ら
．
、
○
こ
つ
円
に
へ
金
色
い
二
二

～
に
・
づ
円
か
ら
三
、
こ
ご
「
円
に
改
出

さ
れ
、
四
り
五
年
度
ま
で
に
加
入
い
た
・

の
流
域
と
明
る
い
住
み
よ
い
社
公
づ
く
だ
い
た
か
た
は
、
既
得
権
に
よ
り
改
．
心

り
を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
例
年
の
よ
う
に
匹
ス
口
か

ら
一
ヵ
月
間
、
全
国
一
斉
に
［
赤
十
字

前
の
額
で
ひ
き
っ
づ
き
社
員
賢
倫
か
阿

ら
れ
ま
で
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

一 一

て
、
イ
ラ

イ
ラ
い
た

し
ま
せ
ん

イ
ラ
イ
ラ

は
事
故
の

も
と
で
す

　
第
一
あ

な
た
の
美

胃
上
に
も

通
交

:

よ
く
あ
り
ま
せ
ん

　
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、

モメ

ｙ

心

　
呑
は
叱

咤
昆
に
屑

酒
と
巾

そ
し
て
、
・

叫
っ
ぱ
ら

い
迦
転
で

の
弔
故

　
こ
劃
だ

け
は
、
〃

よ
く
も
る

話
」
ぶ
茲
詞
に
、
す
ま
さ
れ
な
い

こ
と
で
す
。

Ｉ
の
導
で
あ
り
ま
す
。
時
の
流
れ
に

押
さ
れ
て
去
り
芯
く
私
の
引
退
の
道

は
紺
く
暗
く
、
ｒ
を
ふ
っ
て
表
の
花

道
を
通
り
た
か
っ
た
’
一
私
は
話
し
終

丿
ふ
と
私
の
後
方
か
ら
む
せ
び
泣

く
梢
の
声
を
聞
い
勺
政
治
を
行
う

裡
の
晩
年
は
淋
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
太
田
光
二
）

ろう青だね車が止ったね渡さあ

鯖

=1

か

　
．
ヾ
く
ら
し
の
メ
モ
×

　
町
や
‐
か
緑
一
已
に
な
り
、
斤
葉
若

葉
に
吹
・
く
吼
も
さ
わ
や
か
に
な
り
ま
し

た
。
気
候
の
不
女
定
な
四
川
も
終
ぷ
こ

い
よ
い
よ
初
良
で
す
。
　
　
　
。

　
立
春
か
ら
指
折
り
教
え
て
、
二
・
日
は

八
十
八
陽
六
日
は
立
農
。
円
巾
の
浙

均
気
温
も
本
州
で
は
十
。
血
便
以
～
に
配

り
、
九
州
南
部
で
は
二
に
し
竃
声
越
１
　
よ

う
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
北
庖
乱
方

で
は
せ
い
ぜ
い
卜
度
か
越
凡
る
程
度
で

し
ょ
う
か
　
　
　
　
　
　
一

　
一
暇
に
社
司
の
気
候
は
、
上
旬
ご
ろ
一

人
陸
力
厠
か
ら
の
移
動
性
心
Ｉ
王

そ
の
あ
と
の
低
Ｉ
圧
が
交
工
に

宍
蕊
宍
洋

よ
七

す
が
、
巾
旬
に
な
る
と
、
こ
の
移
動
性
一

高
気
圧
が
本
州
の
～
に
ど
っ
か
り
居
ず

わ
っ
て
帯
状
に
つ
ら
な
り
、
南
の
海
ト

に
あ
柔
八
気
圧
と
和
ま
っ
て
こ
九
‐
躊

れ
］
の
ロ
が
多
く
な
り
ま
す
　
　
一

Ｓ

･

●

ｋ

４



言
ド
ブ
鸚

　
の
確
認
を
▲
　
　
　
　
Ｉ
ハ
ガ
４
　
に
庄
叫
Ｉ
謡
冷
廿
）
惑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
八
な
さ
ぺ
節
切
を
れ
生
印
］
『
目
、
勧
務
光
玉
話
冷
士

りよだ政市昭和4 6年５月１日

お

し

ら

せ

　
わ
し
い
か
た
を
お
知
ら

　
せ
く
だ
さ
い

　
尚
一
‐
に
行
な
わ
れ
る
岡
崎
有
割

皿
‐
Ｉ
ト
が
ｑ
ボ
．
・
．
心
念
式
典
に
、
住
Ｍ

の
咄
祉
に
・
に
献
し
、
巾
民
の
畷
範
と
な

心 ･

る
欠
う
な
か
た
、
や
余
屋
良
ぼ
体
の

Å
彰
を
行
な
い
ま
す
　
　
　
　
一

と
回
国
す
る
遺
Ｉ
の
府
県
凪
蝶
や
八
｛
。

兄
弟
姉
妹
七
ト
う
き
ま
’
Ｑ
が
々
く
俣
‐

り
、
一
週
兄
を
煕
護
す
る
父
ま
た
は
母

も
し
く
は
養
打
す
る
Ｉ
ま
た
は
ほ
ロ
写

の
溥
一
と
な
り
ま
し
た

　
【
．
Ｊ
当
和
】

　
遺
Ｉ
が
二
へ
以
卜
の
助
今
、
．
人
は

．
、
つ
Ｏ
Ｏ
円
他
は
．
瓦
Ｏ
Ｏ
円
こ
い

う
の
か
、
濡
児
一
人
に
つ
キ
ニ
、
○
○

○
円
づ
つ
と
い
う
よ
う
に
戻
り
ま
し
た

●
愛
知
県
在
宅
重
度
障
害
者
手

　
当

　
対
象
酋
が
、
精
仲
薄
弱
苔
（
児
）
で

知
能
指
数
二
五
以
下
の
人
で
あ
っ
た
の

・
が
、
知
能
指
叡
～
五
以
ド
の
人
と
な
り

　
λ
彰
を
受
に
る
に
ふ
さ
わ
し
０
　
と
旦
べ

わ
れ
る
か
た
や
、
奇
特
篤
行
行
を
ご
‐
じ

あ
り
た
に
身
体
障
害
が
．
二
轍
で
あ
っ
て

知
能
指
数
が
五
〇
丿
ト
の
人
が
加
わ
り

ま
し
た

　
な
お
、
く
わ
し
ト
こ
と
は
嘔
阿
部
0
1
　

公
理
児
碩
．
係
ぺ
お
‐
し
‥
合
わ
せ
く
だ
さ

川
の
か
た
は
、
八
‐
～
日
ま
で
に
町
総
◆
保
育
園
の
建
設
に
国
民

代
さ
八
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
俳
拐
乱
秘

跡
。
凛
へ
お
叩
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◆
愛
知
県
遺
児
手
当

　
愛
知
県
在
宅
重
度
障
害

　
者
手
当

　
支
給
対
象
が
拡
大
さ
れ

　
ま
し
た

一
　

年
金
の
積
立
金
か
利
用

　
　
さ
れ
て
い
ま
す

・
昭
‐
四
化
鳥
～
耽
に
新
設
言
片
白

．
々
保
育
園
は
、
建
設
費
の
一
～
を
国
の

旧
説
～
Ｉ
特
別
融
口
を
受
し
て
り
っ
は

に
完
．
Ｌ
し
、
二
の
四
月
　
　
　
目
か
ら
開
嗣

し
て
ト
ま
す
が
、
旧
和
四
に
｛
印
度
に

Ｗ
・
没
を
予
定
し
て
い
る
堅
臨
に
つ
い

一
で
も
二
の
融
れ
を
受
け
る
よ
り
Ｔ
続
き

　
滅
知
県
選
児
I
2
1
・
愛
知
【
を
宅
重
Ｅ
１
　
≒
い
リ
ト
４
。
　
４

訴
牡
ぬ

几
ノ
ド

行

Ｉ
す
あ
Ｉ
縦
谷
罵
言
言
‐
‐
に
し
か

子
と
も
ぢ
ん
が
線
・
路
に
バ
ー
や
物
を
芦
．

・
４
　
柳
‐
こ
し
ま
す

保
闇
指
ｗ
淑
t
Ｈ
測
１
１

さ
レ
・
・
ｊ
．
石
Ｉ
料
無
０
（
た
だ
し
材
‐
　
．
相
談
内
谷

一 一

◆
鉄
道
妨
害
防
止
運
動
に

　
ご
協
力
を

- I ● I

一
〇
本
・
吉
．
屯
話
二
六
Ｉ

べ
、
心
痛
～
～
四
一
・
四
才
へ
申
し
康
相
以
を
実
施
し
ま
す
多
数
ご
利
川

込
じ
か
直
接
木
Ｆ
ム
ま
で
お
二
し
ぐ

白
く
だ
さ
い

-

皿 ㎜ 1 ･ ・ - | - |

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
　
ｊ
　
　
　
ｊ
ｊ
Ｉ

．
０
き
▼
公
衆
壱
・
砧
四
四
本
（
赤
．
か
な
・
．
巾
込
む
法
ハ
ブ
と
‘
講
座
◆
無
医
地
区
の
健
康
相
談

盾
肩
二
〇
本
・
西
域
話
一
四
本
）
▼
グ
ダ
］
沢
呂
よ
Ｉ
り
‐
り
住
所
と
岨
孔
昭
和
円
士
八
年
度
国
民
健
康
保
険
保

イ
ヤ
ク
府
外
通
臨
り
で
き
る
人
ｙ
公
言
番
廿
ａ
動
感
光
和
叫
記
し
て
、
岡
崎
」
健
施
設
活
動
の
一
環
と
し
て
了

屯
謡
に
心
替
え
．
叩
八
本
（
水
屯
話
一
動
力
心
少
年
牛
‘
ム
（
に
六
名
町
法
ぞ
無
医
地
・
区
の
み
な
さ
ん
か
Ｉ
対
象
に
、
健

崎
巾
内
四
、
九
一
〇
本
・
車
田
旭
卜
．
．
出
如
の
．
五
Ｉ
木
満
の
動
力
肖
少
年
の

▼
仙
人
弔
謡
八
、
ニ
ニ
栄
（
［
受
講
吋
格
岡
崎
～
内
に
配
住
ま
た
は
お
た
ず
ね
ぐ
だ
さ
い

週
一
川
、
午
後
六
時
以
降
約
二
時
凹
・
、
よ
り
の
警
吟
署
、
派
出
所
、
駐
在
町
で

０
０
０
ぷ
の
人
唄
架
験
を
行
な
い
、
叫

目
現
任
で
．
づ
、
Ｏ
Ｃ
Ｏ
本
を
二
え
る

に
い
た
り
ま
し
た

　
昭
削
四
～
皐
就
ち
っ
ぎ
の
よ
う
に
’

加
人
む
Ｉ
話
‐
七
は
じ
め
、
赤
底
硝
青
電

話
い
・
増
段
を
行
な
～
印
安
永
に
は
加

入
電
謡
釘
約
三
六
、
〇
〇
〇
本
、
赤
ミ

話
約
具
）
○
呵
胃
心
話
つ
つ
○
個

に
々
る
址
込
ズ
で
す
．

　
講
座
受
講
生
募
集

　
岡
崎
山
勤
港
口
少
２
　
丁
ム
で
は
、

昭
‐
四
ヒ
｛
岬
町
前
川
の
。
励
く
a
D
者

た
ち
の
定
間
・
講
嘔
″
の
受
講
生
を
つ
ぎ

の
と
お
り
吟
唱
し
て
い
ま
す
。

　
ｙ
溝
座
の
儒
順
偽
Ｉ

人
形
・
フ
う
ワ
ー
デ
サ
イ
～
心
乎

茶
道
・
Ｉ
ト
絵
。
叫
・
・
講
座
の
川
・
役
目

吏
し
て
か
ら
、
句
～
叫
Ｏ
Ｏ
Ｏ
一
犬
◆
働
く
若
者
た
ち
の
定
期

◆
交
通
巡
視
員
採
用
試
験

　
愛
知
県
警
察
本
部
で
は
、
つ
ｙ
の
と

お
り
、
第
．
．
同
重
涌
巡
叫
は
の
採
川
試

験
を
行
な
い
ま
す

　
・
巾
込
受
Ｉ
闘
吸
丘
‐
十
三
ロ
ー

採
川
人
は
．
．
五
・
・
名
・
’
・
・
資
格
１
吊

齢
二
八
ｖ
-
:
:
;
-
l
:
二
三
才
ま
で
サ
僕
身

長
こ
瓦
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
1
2
　
）

ぶ
性
別
（
男
女
を
町
わ
な
い
）
④
衣
験

聞
‐
」
月
二
十
二
‐
・
ｙ
試
験
場
隋

州
崎
警
察
署
・
・
そ
の
他
詳
佃
は
、
も

◆
昭
和
四
十
六
年
度

　
　
岡
崎
局
加
入
電
話
等
の

　
　
増
設
計
画

　
州
崎
Ｄ
の
卵
な

ぶ
～
‐
に
、
了
・
了
ミ
．
屯
謡
に
竃

Ｉ
　
‐
Ｉ
Ｊ
一
Ｊ
Ｉ

　
～
Ｉ
　
Ｉ

ｒ
・
　
　
　
－

　
ま
た
、
警
報
賎
の
鳴
フ
ニ
る
受
‥

は
、
叫
り
や
じ
ま
で
絶
‐
に
発
泡
し
々

ト
よ
う
に
し
ま
し
ｆ
つ

　
ち
ょ
っ
と
の
．
～
口
低
や
油
断
か
ら
命

を
易
と
す
こ
と
に
々
り
ま
す
の
で
、
ト

分
Ｉ
を
つ
け
ま
し
ょ
う

‐
Ｌ
Ｉ
Ｊ

-
"_
_･
"
"
宅
八
八
回
心
』
て
ム
・
の
薗
で
・
一
～
く
だ
さ
い

Jl

　－L］

）
苓
‐
に
し
て
つ
ｙ
い
と
こ
こ
、
巾
Ｌ

八
に
で
ぐ
こ
さ
Ｉ
ヽ
▼
巾
ぺ
廟
～
教
六

西
口
必
付
Ｉ
ま
た
は
胆
く
知
之
臨

節
貿
馬
字
剛
四
し
ヤ
ジ
レ
デ
ｆ

ス
ヶ
・
小
倅
へ
▼
締
認
定
吋
に
な
り

し
た
い
締
の
り
ま
す

隅
～
す
る
と
Ｉ
‥
、
に
ず
‐
剛
巾
し

・
Ｉ
・
～
漁
０
　
Ｉ
宅
門
‐

-

！
淫
驚
９
～
２
八
乱
リ
ヤ
ド
斟
星
列
Ｌ
白
白
尨

．
’
・
’
‘
Ｊ
・
ゞ
・
し
バ
r
＊
ｙ
-
i
一
．
Ｉ
コ
ー
？
ｌ
．
　
　
　
　
　
　
　
　
―
‐
Ｉ
４
ｙ
″
４
ｒ
一
手
７
Ｆ
４
‐
Ｆ
Ｆ
ｊ
Ｉ
ｒ
Ｆ
″
　
］

● I I - |

一 一

］
さ
Ｉ
。
。
。
’
。
ｊ
￥
’
ｊ
ｆ
７
／
だ
し
が
ボ
　
ー
‘
－
１
１
ｆ
Ｆ
ｌ
ａ
『
Ｆ
Ｆ
‐
、
！
・

’
費
は

　
２
吸
で
す
ご
ぶ
日
定
は
に
な
兄
、
検
尿
、
乳
幼
児
帽
談
、
そ
の
他
１
１

い
て
起
こ
る
中
故
か
ふ
・
人
て
お
り
、
川

’
申
の
運
戸
友
き
々
影
Ｗ
を
り
え
で
ト
◆
ヤ
ン
グ
レ
デ
ィ
ス
ク
ー

手

ハ
‐
か
ら
六
‐
付
八
‐
ま
で

ま
し
へ
改
削
の
要
点
は
つ
ｙ
の
と
お
う
て
い
る
こ
と
を
お
巡
ら
せ
し
て
ヤ
』
の
’
カ
リ
門
以
心
功
男
防
止
辿
動
か

た
か
た
は
、
六
月
末
日
ま
で
に
巾
請
さ

れ
る
≒
四
月
か
ら
尹
ｊ
が
支
給
さ
れ
◆
個
人
住
宅
建
設
資
金
融

●
愛
知
県
遺
児
手
当

資
開
削
四
ト
六
～
．
ｆ
ぺ
個
べ
仕
官
建
設
資

居
を
ゼ
要
と
し
て
い
た
の
が
、
そ
の
亘
融
公
巾
収
扱
と
で
、
つ
ぎ
の
川
間
に
行

政
が
な
く
な
り
ま
し
た
た
だ
し
県
内
一
な
わ
れ
ま
す
．
詳
細
は
一
住
七
諧
融
公

に
住
所
の
あ
る
二
と
が
要
件
に
な
っ
Ｉ
で
車
業
務
取
入
う
と
人
示
し
た
公
融
礎
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1
'
^

ま
た
、
所
吋
祠
ぶ
に
つ
い
て
一
週
ｙ
・
高
言
゛
腎
’
ド
ヅ
九
」

嶮舒秀

一

関
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

^

几
心
．
．
ド
ー
バ
‘
曳
四
心
藤
川
Ｉ
χ
～
Ｖ
萌
・
～
後
．
時
．
～
号
’
～
汲
、
．
．
時

◆
計
量
器
の
定
期
検
査

　
‐
～
ぺ
内
町
公
民
館
【
５
月
1
8
日
】
ｙ

前
几
時
、
．
Ｔ
辱
Ｌ
Ｅ
．
時
日
兜
泌
絡

所
・
午
後
．
時
．
．
ド
分
へ
．
．
時
日
秦
恥

小
乍
咬
【
５
月
1
9
日
】
～
加
几
時
．
．
～

つ
ぎ
の
と
お
り
‐
歌
心
ぼ
か
り
の
ニ

み
）
の
七
川
愉
改
を
行
な
い
ま
す
か
ら

よ
く
Ｆ
入
れ
を
し
て
と
ず
晩
今
Ｉ
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　
【
５
月
１
０
・
‐
日
】
午
前
九
時
三
１
　

分
１
午
後
」
峙
葵
唇
協
太
衝
寺
支
所

【
５
月
1
2
日
】
午
前
几
時
三
十
分
？
午

後
三
時
こ
昂
支
叫
【
５
月
１
３
日
】
午

前
九
時
三
１
　
分
～
十
一
時
－
細
川
小
宇

り
・
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
葵
茜

協
曜
殿
出
囃
時
【
５
月
1
4
日
】
午
前
几

時
三
ト
分
～
ト
ー
時
疸
石
町
宮
鴫

り

心
が
i
l
l
牢
・
午
後
一
時
三
忖
分
～
三
時

　
川
向
町
公
民
館
【
５
月
1
7
日
】
午
前

几
時
「
～
分
Ｉ
ト
。
時
葵
農
協
帛
舛

　
九
‐
は
Ｉ
、
母
の
日
」
。
こ
れ
は

別
に
決
め
ら
れ
た
祝
日
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
か
ら

輸
人
し
た
風
習
で
す
。

　
お
母
さ
ん
聚
Ｌ
く
し
た
人
は
臼

あ
φ
人
は
赤
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

月
４
日
］
午
後
一
時
～
四
心
扁
磐
学

1 1

|べ

烈
則
【
討
訓
七

泰
胸
に
つ

け
て
、
‐

ご
ろ
の
ご

一
分
Ｌ
に
一
時
～
嘩
‐
連
絡
ツ
勺
後
．

時
ご
ト
ー
１
午
饅
三
竹
・
東
部
支
所
【

５
月
2
0
日
】
午
前
九
時
．
半
分
！
午
伎

．
．
．
時
～
木
宿
連
絡
叫
【
５
月
2
1
日
】
勺

前
几
時
．
い
に
分
～
し
一
時
目
砥
谷
連
絡

所
【
５
月
2
2
日
】
午
前
几
時
．
．
下
分
～

十
一
時
＝
ト
衣
文
町
謂
～
存
【
５
月
2
4

・
2
5
臼
】
午
前
几
時
三
１
　
分
～
午
後
三

時
＝
矢
印
励
東
公
会
堂
【
５
月
2
6
日
】

午
前
九
時
二
十
分
～
十
一
時
＝
矢
印
康

刷
牧
内
支
所
・
午
後
　
　
時
三
十
分
～
三

時
口
矢
作
頻
協
長
瀬
支
所
【
５
月
2
7
・

一 一

衛
生
関
係
の
お
知
ら
せ

瓢
３
才
児
健
康
診
査

2
9
日
一
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
三
時
六
白
私
心
帽
い
町
愛
い
ｙ
井
≒

～
福
岡
今
館
【
５
月
2
9
日
】
午
前
九
時

三
十
分
一
十
．
時
口
矢
巾
丙
小
学
佼

少
恥
ず
か
し
い
と
思
い
な
が
ら
も

ち
ょ
っ
と
し
た
感
謝
の
気
持
を
素

直
に
表
現
し
て
λ
る
工
夫
を
…
…

パ
ー
ト
で
働
く
主
婦
は
、
家
事
の

あ
Ｉ
ｂ
か
た
を
お
母
さ
ん
ま
か
せ
で

す
。
巾
に
は
ご
上
人
の
ド
診
観
の

ほ
の
日
に

仁

ル
受
講
生
募
集

後

時
？
四
り
1
~
-
磐
南
学
メ
人
井

一
野
公
民
館
【
５
月
‐
日
】
午
後
．
時
？

つ
ぎ
の
と
お
９
７
ｙ
レ
ノ
ス
ク
。
四
リ
。
秦
駒
学
区
秦
梨
小
｝
り
【
５

ル
の
受
轟
包
か
分
Ｉ
し
ま
す

　
▼
間
‐
・
阪
‐
六
‐
．
．
ド
～
～

月
１
２
日
丿
午
汝
1
1
1
時
ふ
に
時
へ
生
９
　
学

卜
生
～
い
岸
咬
【
５
月
1
8
日
】
午
前

㎜ |皿 |
ヾ皿･･I㎜I

苫
力
を
丹
め
、
感
謝
す
る
‐
で

す
．

　
ふ
だ
ん
は
ト
つ
も
得
ｒ
な
こ
と

ば
か
り
し
て
い
て
、
こ
の
‐
ば
か

り
急
に
あ
り
た
ま
っ
て
…
…
あ
一
多

5
7
7
9 洗

た
く
ま

で
、
ま
か

せ
ぷ
・
り

の
方
も
あ
る
と
か
。
せ
め
て
こ
の

目
ば
か
り
は
、
亦
っ
く
り
と
お
母

さ
ん
に
く
つ
ろ
い
で
も
ら
っ
て
、

出
始
め
た
町
茶
に
や
か
ん
の
。
切

れ
で
も
…
…
…

㎜ |
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[
本
庁
管
内
］
限
Ｇ
、
簡
國
、
三
隅

-

常
磐
の
６
字
区
、
昭
則
四
三
年
二
月
Ｉ

生
考
五
月
四
日
・
十
一
日
午
後
　
　
　
時
２

三
時
＝
岡
崎
保
健
所
【
六
ツ
契
支
所
管

内
】
昭
和
四
～
．
吊
四
月
一
汀
～
九
月

」
１
　
日
出
生
片
、
五
月
十
八
日
午
前
十

時
～
十
一
時
三
十
分
、
午
後
一
時
犬
一

時
Ｕ
六
ツ
美
戈
所

疋
期
の
種
痘
・
．

つ
ぎ
の
と
お
り
定
期
の
和
痘
を
実
施

１１
し
ま
す
か
ら
該
当
考
は
受
け
て
く
だ
さ

● ･ ● ㎜ ㎜ l i- |
●i･四|

皿 |

べ
り

し

な
さ
几
が
た
の
ご
胴
ん
を
お
願
い
し
ま
日
．
．
ト
．
’
．
‐
、
加
週
も
叩
‐
（
午
浅

　
　
ｊ
ｓ
ｇ
ｊ
　
―
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
ｓ
一

一
－
－
・
1
1
1
1
F
I
I
－
－
一
一
一
－
－
ｓ
ｌ
ｓ
ｌ
ｌ
ｓ
ｌ
一
－
Ｉ
一
一
ｓ
‐
－
一
ｌ
ａ
－
－
一
1
1
1
1

｀

　
。
骸
当
者
日
第
一
間
、
旧
和
四
十

四
年
ト
月
一
］
か
ら
昭
佃
四
４
　
五
乍
七

すに
お
は
さ
ん
か
た
が
け
分
注
意
し
て
く
・
の
た
め
の
・
家
庭
れ
潤
一
実
習
▼
授
業

子
右
さ
八
の
遊
び
に
は
親
、
と
く
く
Ｉ
ぺ
余
館
▼
内
召
働
ぐ
石
い
女
生

‘
よ
゛
リ
ー
で
１
ぎ
シ
レ
’
・
ｊ
…
…
…
’
ｌ
ａ
”
？
；
ビ

不
池
『
と
認
め
る
力
だ
接
種
後
の
注

意
‥
‥
１
幽
か
つ
ト
だ
肌
胃
は
、
吋
々
収

り
か
え
で
Ｉ
ほ
う
た
い
一
や
「
バ
ン
ソ

ウ
コ
ウ
ー
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
、
ふ

熊
痘
の
た
め
発
熱
入
‐
？
八
・
目
星

し
た
場
合
は
、
ぬ
れ
手
拭
か
水
枕
で
冷

し
て
く
だ
さ
い
ご
万
一
異
廠
が
あ
ら
だ

際
に
は
す
Å
や
か
に
医
師
の
診
祭
を
受

け
て
く
だ
さ
い
．
・
白
時
・
会
場
口
文

巾
ｘ
・
Ｂ
・
ｃ
・
Ｄ
は
時
間
を
あ
ら
わ

し
、
Ａ
は
午
前
十
時
’
、
十
一
時
三
十
分

Ｂ
は
午
後
一
時
三
丿
分
」
蒔
三
十
分

ｃ
は
午
後
三
時
よ
］
後
、
Ｄ
は
午
曖
一

時
．
．
下
分
～
三
時
．
．
Ｔ
分
で
す
．
［
５

月
旧
日
］
Å
抑
律
支
所
Ｂ
葵
我
座
厖
殿

出
張
所
ｃ
鮪
川
小
学
校
【
５
月
1
9
日
】

大
矢
作
東
小
学
校
Ｂ
矢
作
北
小
学
校
ｃ

矢
が
西
小
乍
佼
【
５
月
2
0
日
】
Ａ
貼
地

中
公
民
館
Ｂ
藤
川
小
学
校
ｃ
本
宿
小
学

校
【
５
月
2
1
日
】
Λ
男
川
小
学
校
Ｂ
竜

谷
小
学
佼
ｃ
山
巾
小
学
佼
【
５
月
2
4
日

一
よ
ハ
ツ
美
北
部
小
学
佼
Ｂ
六
ツ
美
中

部
小
学
咬
ｃ
六
ノ
美
雨
部
小
学
校
【
５

月
2
5
日
】
Å
六
名
小
学
校
Ｄ
羽
根
小
学

校
【
５
月
２
６
日
】
Λ
母
子
老
人
保
健
セ
ー

ン
タ
ー
Ｄ
付
子
名
人
保
健
セ
ン
タ
ー
【

５
月
２
７
日
】
ふ

咬
【
５
月
２
８
日
】
―
域
北
公
館
Ｄ
赤
十

ら
に
以
を
つ
け
、
踏
切
で
皿
吋
力
法
を
・
・
　
・
雨
▼
資
格
川
崎
～
内
に
Ｉ
性

よ
く
子
ど
も
さ
几
に
教
え
て
く
だ
さ
い
て
し
く
は
、
在
勤
す
る
胆
く
．
元
才
木

　
▼
踏
切
で
は
必
ず
止
り
左
右
臨
の
な
性
▼
定
に
圧
’
ｙ
▼
巾
込
］

字
セ
ン
タ
・
―
【
５
月
３
１
日
】
Ａ
人
印
南

小
学
咬
Ｄ
巾
七
に
Ｉ
前
【
６
月
１
日
】

川
三
ト
．
日
ま
で
に
出
生
し
た
か
た
、
呈
前
九
時
三
十
分
？
九
時
．
五
～
分
化
ご

’
お
よ
扁
一
一
和
四
ト
四
年
九
月
三
ト
‐
以
’
．
公
民
館
、
1
1
　
船
卜
時
ト
付
？
十
吋
三
ト

的
に
出
生
し
た
か
た
で
、
｛
回
間
の
種

胞
を
受
け
て
な
い
か
た
、
た
だ
し
接
種

あ
っ
た
り
す
る
か
た
。
特
珠
体
隋
の
か妄

分
業
梨
小
学
校
、
～
前
ト
『
時
十
分
？

十
一
時
三
十
分
‐
巾
町
～
．
咆
組
今
、
牛

後
一
峙
三
十
分
土
時
だ
十
分
啼
仁
王

門
前
、
～
後
一
所
十
分
～
二
時
三
ト
分

米
刈
内
向
公
民
飯
、
牛
後
三
時
！
．
．
蒔

三
十
分
唐
川
公
民
館
【
６
月
２
臼
】
Ａ

母
子
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
Ｄ
は
ｃ
老
/

保
健
セ
’
友
－

　
畜
犬
登
録
と
春
の
狂
犬

　
病
予
防
注
射
第
二
次

　
昭
則
四
土
ハ
～
耽
楽
万
皿
聶
と
呑
の

狂
ぺ
柄
Ｆ
防
注
射
を
受
け
な
か
っ
た
仁

の
た
め
に
、
つ
ぎ
の
と
お
り
第
二
次
を

行
な
い
ま
す
か
ら
、
．
～
れ
す
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
．

　
　
受
ロ
る
八
川
人
の
｛
鎌
と
呑
の
狂

八
柄
丿
防
心
射
を
受
け
な
か
っ
だ
生
後

九
一
口
以
１
　
の
人
全
部
い
料
金
｝
頭

に
つ
気
こ
・
‐
雨
公
益
料
三
〇
円

庄
射
料
二
フ
ー
円
ブ
．
‐
時
・
公
場
川

文
中
の
Λ
は
午
前
づ
時
～
ト
．
時
Ｂ
は

乍
後
一
時
．
．
．
十
分
～
二
時
］
・
半
分
で
す

　
【
５
月
‐
日
】
Å
本
削
連
絡
所
ｎ
中
四

公
Ｉ
館
【
５
月
り
日
】
Ａ
東
故
支
・
所
Ｂ

人
～
又
所
【
５
月
１
３
日
】
Λ
井
川
御
狼

山
Ｂ
嘔
園
小
学
校
【
５
月
１
４
日
】
―
葵

農
臨
人
働
Ｉ
支
所
Ｂ
南
部
公
《
堂
【
５

月
１
７
日
】
Å
柚
岡
《
館
Ｂ
六
ッ
美
重
所

　
【
５
月
１
８
日
】
ｔ
綿
随
神
社
Ｂ
置
岩
小

学
佼
【
５
月
１
９
日
】
Λ
八
陣
支
所
Ｂ
矢

作
農
Ｉ
【
５
月
刀
日
】
Ａ
ハ
Ｍ
小
学
校

Ｂ
百
々
公
民
館
（
七
．
叫
神
Ｉ
【
５
月

刀
日
一
Ａ
９
　
地
中
公
氏
館
Ｂ
元
能
に
浄

．
専
寺
【
５
月
Ｍ
日
】
Λ
吹
矢
公
民
館
Ｂ

蓑
川
公
民
館
【
５
月
２
５
日
】
■
＾
'
･
i

誓
寺
Ｂ
岡
崎
保
健
所

一一一一一一
転入したら

14日以内に

住民登録や
しましょう

一
時
～
八
時
三
十
Ｉ
）
▼
開
Ｉ
場
所
胆
　
ｍ

寺

回
給
安
件
】
、
。
父
ま
た
は
母
の
口
Ｉ
肩
入
れ
巾
し
込
み
受
け
が
俘
宅
皿
た
さ
い
線
路
で
の
遊
び
や
、
い
た
ず
‐
無
粘
▼
材
料
費
実
例
材
料
付
・
り
　
明

文化財めぐ

光

町片東山

打消丿｡謳l」丁ド車

信
心
作

東へ徒歩８分

　
削
光
明
方
は
、
宝
惚
～
～
（
二
四
屁

．
堕
）
の
創
建
、
文
開
け
印
「
一
四
」

ぺ
～
）
同
律
城
と
Ｍ
９
　
尉
光
が
ヤ
堂
伽

－ - 一 一

㈹
門
人
９
　
勅
願
の
御
倫
旨
に
よ
り
、
山
は
ヽ
様
式
か
ら
に
て
察
剛
中
間
の
も
几
当
‐
説
二
才
を
越
凡
て
な
い
か
た
づ
料

内
の
金
堂
で
Ｐ
七
‐
間
、
人
下
奉
・
ノ
の

祈
祷
公
を
気
修
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

－
ｊ
・
　
　
‐
―
－
－
ｉ

頴
坤
押
祐
糾
に
み
門
回
禄
に
乳

と
こ
ろ
か
ら
も
こ
の
時
代
の
建
築
で
庖

「
祈
仰
殿
」
。
と
称
し
た
と
。
・
ら
わ
れ
ま
す
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
ま
す
。

　
文
叱
年
川
に
、
今
‐
の
宿
将
伊
勢
新

一
几
即
へ
後
の
北
条
・
早
雲
）
か
ら
津
城
を

攻
め
、
畝
火
し
た
た
め
祈
祷
殿
・
を
除
い
こ
と
も
江
口
さ
れ
ま
す

ミ
す
べ
乙
建
物
を
焼
火
し
て
し
ま
い
＼
心
面
三
別
巾
の
問
を
入
‐
に
、
管

一
ま
し
た
折

将
類
焼
を
ま
ぬ
が
れ
た
唯
盲
建
物
で
ド
間
は
華
頭
窓
ぶ
と
う
ま
竺
に
な

Ｉ

面
椚
目
を
女
泄
牟
打
す
る
ｋ
う
に
な
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
す
、

　
こ
れ
峡
浄
し
宗
Ｍ
心
の
堂
と
し
て
一
だ
な
ど
医
師
が
接
種
を
行
な
う
こ
『

人
る
Ｉ

突
発
愚
者

の
た
め
の

緊
２
　
　
当
直
担
当
時
門
り
前
八
時
？
翌
‐
１
　
前
八
時

文
中
ゴ
シ
ッ
ク
の
略
号
は
内
科
ま

　
　
（
明
人
Ｉ
）
耳
山
本
（
連
居
眠

外
（
連
尺
）
サ
ト
ゥ
（
鴨
田
）
川
瀬
（
゛

丸
今
）
外
‐
宇
野
（
八
帖
）
産
一
‐
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